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報
告

四

演
じ
る
武
芸
、
物
語
る
身
体
―
武
芸
・
芸
能
・
武
戯

岡
﨑

由
美

一
、
は
じ
め
に
―
民
間
の
武
芸
と
芸
能

「
武
人
・
武
官
と
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
本
論
者
が
担
当
し
た
の

は
、
「
武
芸
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
を
端
緒
と
し
て
、
演
じ
手
と
し
て
の
武

芸
者
の
非
言
語
的
な
身
体
が
、
武
術
と
芸
能
、
大
道
芸
と
演
劇
の
境
界
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
物
語
の
流
通
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
か
、
を
考
え
る
こ
と
で

あ
る
。

武
芸
の
立
ち
回
り
が
見
世
物
芸
の
一
種
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
改
め

て
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
漢
代
の
百
戯
に
ま
で
遡
る
こ
と
は
し

な
い
が
、
近
世
で
良
く
知
ら
れ
た
例
を
挙
げ
る
と
、
宋
・
周
密
『
武
林
舊
事
』

巻
之
三
「
社
會
」
に
、
廟
会
に
「
百
戯
競
集
」
し
た
様
を
記
す
に
、
雑
劇
、
唱

賺
、
小
説
、
影
戲
と
い
っ
た
芸
能
に
混
じ
っ
て
、
角
觝
社
相
撲
、
標
社
射
弩
、

英
畧
社
使
棒
と
い
っ
た
武
術
集
団
が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
道
武
芸
の
盛
ん
な
あ

り
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
明
・
田
汝
成
撰
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
十
に
も
、

（
一
）

清
明
節
の
杭
州
に
お
け
る
墓
参
り
を
兼
ね
た
遊
山
の
賑
わ
い
に
、
「
走
索
（
綱

渡
り
）
、
驃
騎
（
曲
馬
）
、
飛
錢
（
投
げ
銭
）
、
抛
鈸
（
皿
回
し
）
、
踢
木
（
足

芸
の
樽
回
し
の
類
）
、
撒
沙
（
砂
絵
描
き
）
、
吞
刀
（
刀
呑
み
）
、
吐
火
（
火
吹

き
）
、
躍
圈
（
輪
く
ぐ
り
）
、
觔
斗
（
ト
ン
ボ
返
り
）
、
舞
盤
及
諸
色
禽
蟲
之
戲
」

な
ど
露
天
芸
人
が
、
稼
ぎ
時
と
ば
か
り
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
「
驃
騎
」

（
二
）

は
軍
隊
の
練
武
場
で
の
演
武
と
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す

る
。こ

う
し
た
大
道
武
芸
の
様
相
は
、
『
水
滸
傳
』
の
売
薬
の
大
道
武
芸
者
、
打

虎
将
李
忠
を
は
じ
め
、
明
清
小
説
の
描
写
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
武
人
が
習
い

（
三
）

覚
え
た
武
芸
を
大
道
で
披
露
し
て
日
銭
を
稼
ぐ
と
い
っ
た
場
面
で
あ
る
。
清
代

（
四
）

の
小
説
『
緑
牡
丹
』
で
は
、
女
武
芸
者
が
ド
サ
廻
り
の
娘
軽
業
に
身
を
や
つ
し
、

婿
探
し
の
旅
に
出
る
。
こ
れ
ら
小
説
の
描
写
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
け

（
五
）

れ
ど
も
、
民
間
の
武
芸
が
軽
業
な
ど
の
見
世
物
芸
と
不
可
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
よ
う
。

ま
た
、
明
・
宋
濂
撰
『
元
史
』
卷
一
百
五
「
刑
法
志
四
」
第
五
十
三
の
記
載

に
は
、
民
間
の
正
業
に
つ
か
ぬ
不
逞
の
輩
を
取
り
締
ま
る
条
と
し
て
、
卑
猥
な

内
容
で
聴
衆
を
惑
わ
す
「
詞
話
」
「
雑
戯
」
の
類
、
蛇
使
い
や
傀
儡
な
ど
で
人

を
惑
わ
し
、
偽
薬
を
売
り
つ
け
る
輩
と
並
ん
で
、
「
習
用
角
觝
之
戲
、
學
攻
刺

演じる武芸、物語る身体



- 2 -

之
術
者
」
も
禁
令
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
逆
説
的
に
多
様
な

（
六
）

大
道
芸
の
流
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
お
上
か
ら
す
れ
ば
、
民
間
で
武

芸
を
習
う
者
な
ど
は
正
業
に
つ
か
ず
、
大
道
芸
人
と
同
様
、
社
会
の
風
紀
と
安

寧
を
乱
す
連
中
と
一
括
り
に
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
技
芸
自
体
は
、
当
然
民
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
民
間
の
「
雑
戯
」
を
禁
じ
た
元
代
で
も
、
朝
廷
の
教
坊
で
は
「
承
応
戯
」

と
し
て
、
軽
業
や
手
品
の
類
が
演
じ
ら
れ
た
。
明
・
王
圻
撰
『
續
文
獻
通
考
』

卷
一
百
六
十
「
樂
考
」
に
言
う
。

元
立
教
坊
司
、
掌
天
下
妓
樂
。
有
駕
前
承
應
雜
戲
、
飛
竿
・
走
索
・
踼

弄
・
藏
擫
等
伎
。

元
は
教
坊
司
を
立
て
、
天
下
の
妓
楽
を
掌
握
し
た
。
皇
帝
の
御
前
で
の

承
応
雑
技
に
「
飛
竿
（
竿
軽
業
）
」
「
走
索
（
綱
渡
り
）
」
「
踢
弄
（
足
芸

軽
業
）
」
「
藏
擫
（
手
品
）
」
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
武
芸
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
民
間
で
は
無
頼
扱
い
さ
れ
よ
う
と

も
、
軍
隊
に
入
っ
た
り
、
貴
顕
の
傭
兵
と
な
れ
ば
、
飯
の
タ
ネ
に
な
っ
た
。
明

・
陳
子
龍
輯
『
明
經
世
文
編
』
巻
二
十
一
「
論
政
治
疏
備
邊
褒
忠
求
賢
」
に
「
京

師
無
賴
之
徒
、
多
買
快
馬
教
習
、
以
規
厚
利
（
都
の
無
頼
の
徒
は
、
多
く
駿
馬

を
買
っ
て
馬
術
を
習
う
こ
と
で
厚
利
を
求
め
よ
う
と
す
る
）
」
と
あ
る
。
そ
し

（
七
）

て
、
軍
に
お
い
て
も
、
「
武
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
が
高
く
活
か
さ
れ
る
場

が
あ
っ
た
。
練
兵
場
に
お
け
る
閲
兵
式
の
演
武
で
あ
る
。

二
、
軍
隊
の
演
武
と
芸
能

明
代
に
は
各
地
に
「
教
場
（
練
兵
と
閲
兵
の
場
）
」
が
設
け
ら
れ
、
お
り
お

り
軍
隊
の
威
容
を
示
す
べ
く
、
演
武
が
行
な
わ
れ
た
。
威
容
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
「
見
せ
る
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
を
帯
び
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

清
・
張
岱
撰
『
陶
庵
夢
憶
』
巻
四
「
兗
州
閱
武
」
に
は
、
そ
の
有
様
が
活
写
さ

れ
て
い
る
の
で
、
些
か
長
く
な
る
が
、
全
文
提
示
す
る
。

辛
未
三
月
（
崇
禎
四
年
、
一
六
三
一
年
）
、
余
至
兗
州
、
見
直
指
閱
武
。

馬
騎
三
千
、
步
兵
七
千
、
軍
容
甚
壯
。
馬
蹄
卒
步
、
滔
滔
曠
曠
、
眼
與
俱

駛
、
猛
掣
始
回
。
其
陣
法
奇
在
變
換
、
旝
動
而
鼓
、
左
抽
右
旋
、
疾
若
風

雨
。
陣
既
成
列
、
則
進
圖
直
指
前
、
立
一
牌
曰
「
某
陣
變
某
陣
」
。
連
變

十
餘
陣
、
奇
不
在
整
齊
而
在
便
捷
。
扮
敵
人
百
餘
騎
、
數
里
外
煙
塵
坌
起
。

迾
卒
五
騎
、
小
如
黑
子
、
頃
刻
馳
至
、
入
轅
門
報
警
。
建
大
將
旗
鼓
、
出

奇
設
伏
。
敵
騎
突
至
、
一
鼓
成
擒
、
俘
獻
中
軍
。
內
以
姣
童
扮
女
三
四
十

騎
、
荷
旃
被
毳
、
繡
袪
魋
結
、
馬
上
走
解
、
顚
倒
橫
豎
、
借
騎
翻
騰
、
柔

如
無
骨
。
樂
奏
馬
上
、
三
弦
・
胡
撥
。
琥
珀
詞
・
四
上
兒
・
密
失
・
叉
兒

機
・
僸
佅
兜
離
・
罔
不
畢
集
、
在
直
指
筵
前
供
唱
、
北
調
淫
俚
、
曲
盡
其

妙
。
是
年
、
參
將
羅
某
、
北
人
、
所
扮
者
皆
其
歌
童
外
宅
、
故
極
姣
麗
、

恐
易
人
爲
之
、
未
必
能
爾
也
。

辛
未
三
月
、
私
は
兗
州
へ
行
き
、
直
指
使
の
閲
兵
を
参
観
し
た
。
騎
馬

三
千
、
歩
兵
七
千
、
軍
容
は
甚
だ
壮
大
で
あ
る
。
馬
が
駆
け
歩
兵
が
進
む

の
は
怒
涛
の
勢
い
。
視
線
も
そ
れ
を
追
っ
て
走
り
、
ぴ
た
り
と
止
ま
る
と

戻
る
。
そ
の
陣
立
は
変
幻
自
在
で
、
軍
旗
と
軍
鼓
の
合
図
で
、
左
に
よ
り

右
に
旋
回
し
、
風
雨
の
よ
う
に
素
早
い
。
陣
立
て
が
で
き
る
と
直
指
使
の

前
に
図
面
を
献
上
し
、
「
某
陣
変
某
陣
」
と
の
札
を
立
て
る
。
立
て
続
け

に
十
余
り
の
陣
を
組
み
替
え
た
。
素
晴
ら
し
い
の
は
整
然
と
し
て
い
る
こ

報告 四
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と
で
は
な
く
、
敏
捷
で
あ
る
こ
と
だ
。
敵
に
扮
し
た
百
余
騎
が
、
数
里
の

彼
方
で
砂
煙
を
上
げ
た
。
警
邏
兵
五
騎
が
豆
粒
の
よ
う
に
小
さ
く
見
え
た

と
こ
ろ
か
ら
、
た
ち
ま
ち
駆
け
戻
り
、
幕
営
に
警
報
す
る
。
大
将
の
旗
鼓

の
も
と
、
奇
計
を
以
て
兵
を
伏
せ
た
。
敵
騎
が
突
っ
込
ん
で
く
る
や
、
軍

鼓
一
声
、
取
り
押
さ
え
、
捕
虜
と
し
て
中
軍
に
献
上
し
た
。
そ
の
う
ち
、

女
装
の
美
少
年
三
、
四
十
騎
が
、
背
に
旗
を
挿
し
毛
皮
の
衣
装
を
ま
と
い
、

袖
口
に
刺
繍
を
施
し
、
纏
め
髪
を
結
っ
た
出
で
立
ち
で
、
馬
上
で
曲
乗
り

を
す
る
。
逆
立
ち
や
横
に
身
を
倒
し
、
馬
を
操
っ
て
ト
ン
ボ
を
切
る
さ
ま

は
、
骨
が
な
い
か
の
よ
う
に
柔
軟
で
あ
る
。
馬
上
に
音
楽
を
演
奏
し
、
三

弦
、
胡
撥
、
琥
珀
詞
、
四
上
兒
、
密
失
、
叉
兒
機
、
僸
佅
兜
離
と
何
で
も

ご
ざ
れ
で
、
直
指
使
の
宴
席
の
前
で
は
歌
を
披
露
し
た
。
北
方
の
俗
曲
で
、

妙
味
を
尽
く
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
参
将
の
羅
某
は
北
方
人
で
、
演
じ
て

い
た
の
は
彼
の
歌
童
や
家
妓
で
あ
っ
た
た
め
、
極
め
て
艶
麗
で
あ
っ
た
。

他
の
者
に
替
え
て
演
じ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
は
で
き
ま
い
。

練
兵
場
で
ま
ず
披
露
さ
れ
た
の
は
、
大
規
模
な
軍
隊
に
よ
る
変
幻
自
在
の
陣

立
て
で
あ
る
。
い
わ
ば
マ
ス
・
ゲ
ー
ム
、
集
団
演
技
で
あ
る
。
次
に
行
わ
れ
た

の
は
、
一
種
の
模
擬
戦
闘
で
あ
る
。
敵
に
扮
し
た
百
余
騎
が
急
襲
す
る
の
を
、

探
索
兵
が
す
ば
や
く
通
報
し
、
伏
兵
の
奇
計
を
以
て
一
網
打
尽
に
捕
虜
と
す
る
、

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
女
装
の
美
少
年
三
、
四
十
騎
が
、
馬

上
で
「
走
解
」
即
ち
曲
乗
り
を
披
露
す
る
。
前
述
の
『
西
湖
遊
覧
志
餘
』
に
記

さ
れ
た
「
驃
騎
」
と
同
じ
芸
で
あ
る
。
ま
た
馬
上
で
様
々
な
楽
器
を
演
奏
し
、

直
指
の
宴
席
の
前
で
は
歌
唱
も
披
露
す
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
芸
能
の
域

で
あ
る
。
実
際
、
彼
ら
は
参
将
羅
某
の
「
歌
童
」
で
あ
っ
て
、
歌
舞
音
曲
が
本

職
で
あ
ろ
う
。
美
少
年
の
曲
馬
音
楽
シ
ョ
ー
は
、
直
指
使
を
も
て
な
す
た
め
の

特
別
企
画
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
代
は
練
兵
場
の
選
抜
訓
練
に
「
吞

刀
走
索
之
徒
」
即
ち
刀
呑
み
や
綱
渡
り
と
い
っ
た
大
道
芸
人
、
軽
業
師
を
充
て

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
演
武
の
際
に
そ
の
伎
芸
を
披
露
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
八
）

軍
隊
は
こ
う
し
た
民
間
の
芸
人
や
武
人
も
取
り
こ
む
組
織
で
あ
り
、
練
兵
場
で

は
演
武
と
演
芸
が
混
在
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
閲
兵
の
演
武
と
は
い
え
、
「
演
じ
て
」
「
見
せ
る
」
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
性
は
十
分
に
あ
り
、
こ
の
記
事
の
描
写
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
は
、

現
在
で
も
中
国
各
地
の
歴
史
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
と
大
差
が
な
い
。

練
兵
場
で
敵
味
方
に
扮
し
て
の
模
擬
戦
闘
と
い
え
ば
、
『
北
宋
志
傳
』
第
六

回
に
、
胡
延
賛
の
武
芸
の
腕
前
が
見
た
い
と
の
太
宗
の
求
め
に
応
じ
て
、
八
王

が
唐
の
御
果
園
の
故
事
に
倣
っ
て
天
覧
試
合
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
場
面
が

あ
る
。
御
果
園
の
故
事
と
は
、
尉
遅
恭
が
単
雄
信
と
戦
っ
て
秦
王
（
後
の
唐
の

太
宗
）
を
救
っ
た
後
、
そ
の
様
子
を
天
覧
試
合
と
し
て
皇
宮
の
御
果
園
で
再
現

演
武
し
た
と
の
伝
承
に
よ
る
。
『
北
宋
志
傳
』
で
は
、
胡
延
賛
が
尉
遅
恭
に
扮

し
、
八
王
が
秦
王
に
扮
し
、
教
練
使
の
許
懐
恩
が
単
雄
信
に
扮
し
て
行
わ
れ
る
。

（
九
）

つ
ま
り
こ
れ
は
、
配
役
の
あ
る
演
武
で
あ
っ
て
、
小
説
の
描
写
と
し
て
も
隋
唐

故
事
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
鳴
を
狙
う
劇
中
劇
に
近
い
。
し
か
し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
描
写
と
い
え
ど
も
、
そ
の
背
後
に
練
兵
場
や
民
間
の
廟
会
な
ど
で
の
、
役

に
扮
し
て
の
演
武
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

三
、
招
式
の
共
有

明
代
の
小
説
の
格
闘
場
面
に
は
、
「
招
式
」
即
ち
武
技
の
型
が
多
用
さ
れ
る
。
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そ
れ
ら
の
名
称
は
、
武
術
と
芸
能
で
共
有
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
『
三
寶
太

監
西
洋
記
』
に
は
、
武
芸
の
格
闘
と
大
道
の
見
世
物
芸
で
、
招
式
を
列
挙
す
る

類
似
の
場
面
が
あ
る
。

①
格
闘
描
写
―
拳
法
の
招
式

那
個
一
拳
、
打
個
喜
雀
爭
巢
。
這
個
一
拳
、
打
個
烏
鴉
撲
食
。
那
個
一

拳
、
打
個
滿
面
花
。
這
個
一
拳
、
打
個
萃
地
錦
。
那
個
一
拳
、
打
個
金
雞

獨
立
。
這
個
一
拳
、
打
個
伏
虎
側
身
。
那
個
一
拳
、
打
個
高
四
平
。
這
個

一
拳
、
打
個
中
四
平
。
那
個
一
拳
、
打
個
井
欄
四
平
。
這
個
一
拳
、
打
個

碓
臼
四
平
。
那
個
一
拳
、
打
個
虎
抱
頭
。
這
個
一
拳
、
打
個
龍
獻
爪
。
那

個
一
拳
、
打
個
順
鸞
肘
。
這
個
一
拳
、
打
個
拗
鸞
肘
。
那
個
一
拳
、
打
個

當
頭
抱
。
這
個
一
拳
、
打
個
側
身
挨
。
那
個
一
拳
、
打
個
閃
弱
生
強
。
這

個
一
拳
、
打
個
截
長
補
短
。
那
個
一
拳
、
打
個
一
條
鞭
。
這
個
一
拳
、
打

個
七
星
劍
。
那
個
一
拳
、
打
個
鬼
蹴
腳
。
這
個
一
拳
、
打
個
炮
連
珠
。
那

個
一
拳
、
打
個
下
插
上
。
這
個
一
拳
、
打
個
上
驚
下
。
那
個
一
拳
、
打
個

探
腳
虛
。
這
個
一
拳
、
打
個
探
馬
快
。
那
個
一
拳
、
打
個
滿
天
星
。
這
個

一
拳
、
打
個
抓
地
虎
。
那
個
一
拳
、
打
個
火
燄
攢
心
。
這
個
一
拳
、
打
個

撒
花
蓋
頂
。
（
『
三
寶
太
監
西
洋
記
』
第
五
十
七
回
）

傍
線
部
が
招
式
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
二
重
傍
線
部
「
金
雞
獨
立
」
「
井
欄

四
平
」
「
順
鸞
肘
」
「
拗
鸞
肘
」
「
當
頭
抱
」
「
一
條
鞭
」
「
七
星
劍
」
「
鬼
蹴
腳
」

は
、
明
・
茅
元
儀
撰
『
武
備
志
』
卷
九
十
一
陣
練
制
練
の
項
に
、
同
様
の
招
式

が
見
ら
れ
、
武
術
の
招
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
七
星

剣
」
は
、
『
武
備
志
』
で
は
「
七
星
拳
」
と
な
っ
て
お
り
、
拳
法
の
型
と
し
て

は
「
拳
」
と
す
べ
き
か
。
ま
た
、
「
中
四
平
」
「
高
四
平
」
「
井
蘭
四
平
」
は
、

明
・
戚
継
光
『
紀
效
新
書
』
の
「
拳
経
捷
要
」
に
見
え
る
。

②
軽
業
の
描
写
―
竿
軽
業
の
芸

只
見
人
叢
裡
面
、
又
是
一
個
撮
摶
戲
兒
的
。
今
番
又
是
個
甚
麼
摶
戲
？

這
個
摶
戲
、
名
字
叫
做
弄
高
竿
的
…
（
中
略
）
…
先
只
把
前
面
兩
隻
蹄
子

踏
著
竿
子
頭
上
、
把
後
面
兩
隻
蹄
子
懸
在
竿
子
底
下
。
牽
羊
的
站
著
下
面

拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
燕
雙
飛
！
」
那
只
羊
在
上
頭
、
就
把
那
後
面
兩
隻
蹄

子
筆
聿
直
伸
起
來
、
舞
了
幾
舞
、
做
個
燕
雙
飛
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道

「
鶯
百
囀
！
」
上
面
就
把
個
文
身
懸
下
來
、
沿
著
竿
子
四
周
圍
打
一
蕩
磨
、

磨
轉
做
個
鶯
百
囀
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
左
插
花
！
」
上
面
就
縮
了

右
腳
、
單
伸
著
左
腳
舞
兒
舞
兒
、
做
個
左
插
花
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道

「
右
插
花
！
」
上
面
就
縮
了
左
腳
、
單
伸
著
右
腳
舞
幾
舞
兒
、
做
個
右
插

花
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
倒
栽
蔥
！
」
上
面
平
白
地
就
掀
起
兩
隻
蹄

子
來
、
頭
朝
下
、
尾
巴
朝
上
、
做
個
倒
栽
蔥
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
擎

天
柱
！
」
上
面
就
換
著
後
兩
隻
蹄
子
、
站
在
竿
子
上
、
把
前
兩
隻
蹄
子
雙

雙
的
朝
著
天
、
做
個
擎
天
柱
。
下
面
拍
一
掌
喝
聲
道
「
金
雞
獨
立
！
」
上

面
就
縮
了
三
隻
蹄
子
、
止
仲
著
一
隻
蹄
子
、
直
挺
挺
的
站
在
竿
子
上
、
做

個
金
雞
獨
立
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
枯
樹
盤
根
！
」
上
面
就
收
了
四

隻
蹄
子
、
低
了
頭
、
倒
了
尾
巴
、
眠
在
竿
子
頭
、
上
盤
做
一
坨
、
、
做
個

枯
樹
盤
根
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
仰
天
笑
！
」
上
面
就
一
轂
碌
翻
轉

身
子
來
、
把
脊
梁
骨
黏
著
竿
子
上
、
把
四
隻
蹄
子
對
著
天
、
口
裡
咩
咩
叫
、
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做
個
仰
天
笑
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
一
窩
弓
！
」
上
面
又
一
轂
碌
爬

將
起
來
、
把
四
隻
蹄
子
站
在
竿
子
上
、
把
脊
梁
骨
彈
弓
一
般
的
弓
起
來
、

做
個
一
窩
弓
。
下
面
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
雪
花
蓋
頂
！
」
上
面
就
平
空
的

跳
將
起
去
、
離
著
竿
子
頭
上
有
二
三
尺
之
遠
、
旋
旋
轉
轉
、
旋
一
個
不
了
、

轉
一
個
不
休
、
做
個
雪
花
蓋
頂
。
下
面
又
是
拍
一
掌
、
喝
聲
道
「
平
地
一

聲
雷
！
」
上
面
就
撲
通
的
一
聲
響
、
一
下
子
就
弔
到
竿
子
頭
上
來
。
下
面

一
聲
鑼
、
一
聲
鼓
、
應
一
個
恰
好
、
做
個
平
地
一
聲
雷
。
（
『
三
寶
太
監

西
洋
記
』
第
七
十
九
回
）

傍
線
部
が
技
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
描
写
で
は
演
じ
手
は
、
大
声
で
技
の
名

を
叫
び
、
観
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
竿
の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
数
々
の
軽
業

芸
の
う
ち
、
「
金
雞
獨
立
」
の
型
は
①
拳
法
の
招
式
名
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
片
足
立
ち
の
型
で
あ
り
、
練
武
場
に
せ
よ
、
民
間
の
大
道
芸
に
せ
よ
、
武
芸

と
芸
能
が
混
在
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
類
似
の
身
体
技
に
借
用
さ
れ
る
の

は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
明
・
程
宗
猷
撰
『
少
林
棍
法
』
卷
上
に
は
「
金
雞
獨
立
」
「
枯
樹
盤

根
」
の
招
式
名
が
見
ら
れ
、
明
・
馮
夢
龍
編
『
警
世
通
言
』
卷
四
十
で
は
、
彭

祖
と
孼
龍
の
格
闘
場
面
に
お
い
て
、

又
好
一
個
彭
君
上
殺
個
雪
花
蓋
頂
、
戰
住
狂
蜂
下
、
殺
個
枯
樹
盤
根
、

戰
住
長
蛇
中
、
殺
個
鷂
子
翻
身
、
抵
住
孼
龍
。

と
、
招
式
が
繰
り
出
さ
れ
る
が
、
「
雪
花
蓋
頂
」
「
枯
樹
盤
根
」
は
②
の
竿

軽
業
の
芸
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
一
方
、
「
鷂
子
翻
身
」
で
あ
る
が
、
前
出
の

明
・
田
汝
成
撰
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
十
に
、
竿
軽
業
の
記
述
が
あ
り
、
そ

の
技
に
「
鷂
子
翻
身
」
「
金
鷄
獨
立
」
「
鍾
馗
抹
額
」
「
玉
兎
搗
藥
」
の
名
称
が

見
え
る
。

（
一
〇
）

こ
の
よ
う
に
、
武
芸
の
招
式
と
軽
業
の
伎
芸
の
名
称
は
共
有
さ
れ
て
い
る
も

の
が
、
ま
ま
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
代
に
前
出
の
『
武
備
志
』
や
『
少
林
棍

法
』
の
よ
う
な
武
芸
書
の
出
版
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
武
芸
の
招
式
が
白
話
小

説
の
格
闘
描
写
に
繰
り
込
ま
れ
る
背
景
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
加
え
て
、
そ

も
そ
も
武
芸
と
軽
業
が
演
武
場
や
廟
会
で
混
在
し
て
演
じ
ら
れ
る
と
い
う
両
者

の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
も
、
招
式
の
相
互
借
用
や
普
及
の
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
三
寶
太
監
西
洋
記
』
の
描
写
に
限
っ

て
言
え
ば
、
①
の
拳
法
の
格
闘
描
写
は
招
式
名
称
が
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
②
の
竿
軽
業
の
描
写
は
個
々
の
動
作
や
上
演
の
有
様
が
具
体
的

に
描
か
れ
て
お
り
、
拳
法
描
写
の
方
は
紙
上
の
知
識
、
竿
軽
業
の
方
は
実
際
の

見
聞
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
竿
軽
業
は
漢
代
の
画
像
石
に
も

見
ら
れ
、
唐
代
に
は
「
尋
橦
」
と
称
さ
れ
て
、
詩
に
も
詠
ま
れ
た
人
気
の
軽
業

で
あ
っ
た
。
前
掲
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
を
は
じ
め
と
す
る
雑
記
、
小
説
の
描
写

（
一
一
）

を
見
て
も
、
明
代
に
至
る
も
そ
の
流
行
が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち

な
み
に
「
金
鷄
獨
立
」
や
「
鷂
子
翻
身
」
は
京
劇
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
武
技
の
身

段
（
動
作
）
で
も
あ
る
。

ま
た
、
「
走
解
」
「
走
驃
騎
」
と
称
さ
れ
る
馬
上
の
曲
乗
り
や
騎
射
も
、
と

り
わ
け
官
員
に
人
気
で
あ
っ
た
。
明
の
郭
勛
が
編
纂
し
た
『
雍
熙
樂
府
』
に
は
、

（
一
二
）

「
走
驃
騎
」
を
題
材
と
す
る
散
曲
が
少
な
か
ら
ず
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

描
写
に
も
「
金
雞
獨
立
」
「
夜
叉
探
海
」
な
ど
の
招
式
が
見
ら
れ
る
。

〇
越
調
・
鬪
鵪
鶉
・
走
驃
騎
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【
黃
薔
薇
】
夜
叉
探
海
潮
、
倒
卷
簾
懸
高
。
餓
虎
撲
食
煞
爪
、
滾
綉
球
獅
子
臥

倒
。
耿
恭
拜
井
把
香
燒
、
五
鬼
鬧
判
亂
揪
著
。
歸
湖
的
範
蠡
樂
道
逍
遙
、
雙
馬

解
拖
著
斜
插
柳
稍
、
五
匹
馬
亂
爭
跑
。
（
『
雍
熙
樂
府
』
巻
十
三
）

〇
商
調
・
集
賢
賓
・
瑞
陽
走
驃
騎

【
么
】
張
良
跨
海
東
。
夜
叉
探
海
西
。
有
踏
梯
望
月
夜
眠
遲
。
五
鬼
鬧
判
使
見

識
。
總
不
如
陳
摶
蓋
被
。
騎
鬃
倒
坐
探
烏
騅
。
【
么
】
英
雄
伍
子
胥
。
鞭
伏
柳

盜
蹠
。
夾
槍
趕
鏟
恰
便
似
電
光
飛
。
三
馬
解
往
來
無
賽
比
。
最
險
的
是
金
鶏
獨

立
。
唐
僧
三
藏
取
經
回
。
【
么
】
夜
叉
探
海
潮
。
巴
山
能
取
水
。
仙
人
指
路
慶

雲
垂
。
九
裏
山
洞
前
拔
虎
尾
。
更
有
那
十
閑
子
弟
。
鬼
牽
龍
緊
驟
定
赤
狻
猊
。

（
『
雍
熙
樂
府
』
巻
十
四
）

曲
馬
の
場
合
、
「
金
雞
獨
立
」
は
鐙
も
し
く
は
鞍
上
に
片
足
立
ち
す
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
「
夜
叉
探
海
」
は
槍
法
の
招
式
で
、
「
夾
槍
趕
鏟
恰
便

似
電
光
飛
」
と
の
描
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
上
に
槍
法
を
披
露
し
て
い
る
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
招
式
の
由
来
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
招
式
の
相
互
借
用
は
、
非
言
語
的
な
身
体
技
の
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
し
て
共

有
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
同
時
代
に
お
い
て
官
と
民
を
問
わ
ず
雑
多

に
享
受
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
百
戯
」
の
類
、
見
世
物
芸
と
し
て
の
武
芸
も
芸
能

も
軽
業
も
遊
戯
も
含
め
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
基
層
の
非
境
界
性
が
呈
さ
れ

る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

四
、
演
劇
に
よ
る
武
芸
雑
技
の
吸
収

演
武
場
は
、
軍
隊
の
教
練
、
閲
兵
の
ほ
か
、
民
間
の
演
劇
に
も
利
用
さ
れ
た
。

清
・
張
岱
撰
『
陶
庵
夢
憶
』
卷
六
「
目
蓮
戲
」
に
言
う
。

余
藴
叔
演
武
場
搭
一
大
臺
、
選
徽
州
旌
陽
戲
子
剽
輕
精
悍
、
能
相
撲
跌

打
者
三
四
十
人
、
搬
演
目
蓮
、
凡
三
日
三
夜
。
四
圍
女
臺
百
什
座
、
戲
子

獻
技
臺
上
、
如
度
索
舞
絙
、
翻
桌
翻
梯
、
觔
斗
蜻
蜓
、
蹬
鐔
蹬
臼
、
跳
索

跳
圈
、
竄
火
竄
劍
之
類
、
大
非
情
理
。
凡
天
神
地
祇
、
牛
頭
馬
靣
、
鬼
母

喪
門
、
夜
叉
羅
刹
、
鋸
磨
鼎
鑊
、
刀
山
寒
氷
、
劍
樹
森
羅
、
鐵
城
血
澥
、

一
似
吳
道
子
「
地
嶽
變
相
」
、
爲
之
費
紙
札
者
萬
錢
、
人
心
惴
惴
、
燈
下

靣
皆
鬼
色
。
戲
中
套
數
、
如
「
招
五
方
惡
鬼
」
「
劉
氏
逃
棚
」
等
劇
、
萬

餘
人
齊
聲
呐
喊
。
熊
太
守
謂
是
海
寇
卒
至
、
驚
起
、
差
衙
官
偵
問
、
余
叔

自
徃
復
之
、
乃
安
。

私
の
叔
父
張
爾
藴
は
、
演
武
場
に
大
掛
か
り
な
戯
台
を
設
け
、
徽
州
旌

（
一
三
）

陽
の
役
者
で
敏
捷
剽
悍
な
者
、
格
闘
に
長
け
た
者
を
三
、
四
十
人
選
ん
で
、

三
日
三
晩
目
連
戯
を
上
演
し
た
。
周
囲
の
女
桟
敷
は
百
十
座
、
役
者
は
舞

台
で
芸
を
披
露
す
る
。
綱
渡
り
や
卓
乗
り
、
は
し
ご
乗
り
、
ト
ン
ボ
返
り
、

足
技
の
樽
回
し
、
縄
跳
び
、
輪
く
ぐ
り
、
火
く
ぐ
り
、
剣
く
ぐ
り
の
よ
う

な
類
で
、
荒
唐
無
稽
極
ま
り
な
い
。
お
よ
そ
天
地
神
祇
、
牛
頭
馬
頭
、
鬼

母
凶
神
、
夜
叉
羅
刹
、
鋸
地
獄
に
釜
地
獄
、
刀
の
山
は
冷
え
冷
え
と
、
剣

が
び
っ
し
り
と
立
ち
並
び
、
地
獄
の
城
門
は
血
に
ま
み
れ
、
呉
道
子
の
「
地

嶽
變
相
」
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
こ
れ
の
た
め
に
萬
銭
を
費
や
し
た
の
だ
。

人
々
は
恐
れ
お
の
の
き
、
燈
下
に
皆
幽
霊
の
よ
う
な
顔
色
で
あ
る
。
劇
中

の
套
数
は
、
「
招
五
方
惡
鬼
」
「
劉
氏
逃
棚
」
な
ど
の
劇
で
、
一
万
余
人

が
一
斉
に
ど
よ
め
く
。
こ
れ
に
熊
太
守
は
海
賊
が
襲
っ
て
き
た
か
と
驚
き
、

役
人
を
探
索
に
遣
わ
し
た
。
私
の
叔
父
が
釈
明
に
赴
き
、
よ
う
や
く
落
ち
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着
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
目
連
戯
の
上
演
に
軽
業
、
演
武
等
の
身
体
技
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
選
徽
州
旌
陽
戲
子
剽
輕
精
悍
、
能
相
撲
跌
打
者
」
と

い
う
よ
う
に
、
役
者
の
中
に
は
、
歌
や
演
技
の
所
作
だ
け
で
な
く
、
軽
業
や
立

ち
回
り
の
得
意
な
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。
『
陶
庵
夢
憶
』
の
記
載

を
見
る
限
り
、
こ
の
演
出
は
大
い
に
観
衆
を
沸
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
明
・
無
名
氏
『
四
賢
記
』
第
十
五
齣
「
招
納
」
（
六
十
種
曲
本
）
に

は
、
演
武
の
場
面
が
あ
る
。
『
四
賢
記
』
は
、
元
代
の
棒
胡
の
反
乱
を
時
代
背

景
と
し
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
烏
古
孫
澤
一
家
の
悲
歓
離
合
を
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
第
十
五
齣
は
浄
扮
す
る
棒
胡
が
、
武
芸
自
慢
の
人
材
を
募
集
す
る
場

面
で
あ
る
。

〔
淨
〕
小
廝
收
了
書
畫
。
快
備
酒
飯
。
二
位
姓
甚
名
誰
。
有
何
本
事
。〔
末
〕

小
人
弓
伯
長
。
武
藝
頗
精
。
耍
拳
爲
最
。
〔
丑
〕
小
人
烏
六
禿
。
飛
梁
走

柱
。
撮
弄
尤
佳
。
〔
淨
〕
請
各
試
演
一
囘
。
〔
末
〕
待
我
來
。
〔
打
拳
介
〕

【
駐
馬
聽
】
掌
擦
拳
摩
。
鷂
子
翻
身
似
擲
梭
。
打
出
雙
龍
入
海
。
五
虎
搜
山
。

八
臂
降
魔
。
〔
作
使
刀
介
〕
這
三
停
刀
法
白
猿
拖
。
〔
使
棍
介
〕
那
連
珠
棍
勢

猱
獅
舞
。
〔
淨
〕
好
本
事
。
〔
末
〕
武
藝
如
何
。
只
止
見
烟
塵
抖
亂
。
滿
天
星

火
。
〔
丑
做
撮
弄
介
〕

【
前
腔
】
急
急
鳴
鑼
。
三
套
圈
兒
變
幻
多
。
撮
出
金
蓮
獨
步
。
一
斗
黃
粱
。
半

𤴓
紅
羅
。
再
撮
出
普
陀
山
上
白
鸚
哥
。
又
撮
出
蓬
萊
山
頂
神
仙
果
。
〔
淨
〕
妙

妙
。
撮
得
乾
淨
。
〔
丑
〕
撮
弄
如
何
。
欲
做
那
飛
梁
走
柱
。
怕
人
瞧
破
。

〔
浄
〕
小
者
は
書
画
を
片
付
け
て
、
早
く
酒
と
飯
を
用
意
し
ろ
。
お
二
方
の
お

名
前
は
な
ん
と
言
わ
れ
る
。
何
が
得
意
か
な
。

〔
末
〕
手
前
は
弓
伯
長
、
武
芸
に
精
通
し
、
拳
法
を
最
も
得
意
と
い
た
す
。

〔
丑
〕
手
前
は
烏
六
禿
、
梁
を
飛
び
柱
を
駆
け
、
と
り
わ
け
手
妻
に
長
け
て
お

り
ま
す
。

〔
浄
〕
で
は
お
手
並
み
拝
見
い
た
そ
う
。

〔
末
〕
ま
ず
は
手
前
が
。
〔
拳
を
ふ
る
う
し
ぐ
さ
〕

【
駐
馬
聴
】
手
を
さ
す
り
拳
を
な
で
る
。
鷂
子
翻
身
す
れ
ば
梭
を
投
げ
る
が
如

く
素
早
く
、
雙
龍
入
海
、
五
虎
捜
山
、
八
臂
降
魔
の
型
を
打
ち
出
す
。
〔
刀
を

ふ
る
う
し
ぐ
さ
〕
こ
の
三
停
刀
（
薙
刀
に
似
た
大
刀
）
の
刀
法
は
白
猿
拖
の
型
。

〔
棍
を
使
う
し
ぐ
さ
〕
か
の
連
珠
棍
の
型
は
獅
子
が
舞
う
よ
う
。

〔
浄
〕
見
事
な
腕
前
。

〔
末
〕
武
芸
は
い
か
が
か
と
い
え
ば
、
た
だ
塵
煙
が
乱
れ
舞
い
、
満
天
の
き
ら

星
を
見
る
ば
か
り
。

〔
丑
が
奇
術
を
す
る
し
ぐ
さ
〕

【
前
腔
】
せ
わ
し
な
く
銅
鑼
が
鳴
り
響
き
、
三
重
の
輪
は
色
々
と
変
幻
い
た
し

ま
す
る
。
取
り
出
だ
し
ま
す
は
、
金
蓮
独
歩
、
一
斗
黄
粱
、
半
𤴓
紅
羅
と
ご
ざ

い
。
つ
ぎ
に
取
り
出
だ
し
ま
す
は
普
陀
山
上
の
白
鸚
哥
、
さ
ら
に
は
蓬
萊
山
頂

の
神
仙
果
。

〔
浄
〕
見
事
見
事
、
手
際
が
い
い
。

〔
丑
〕
手
妻
は
い
か
が
か
と
い
え
ば
、
か
の
飛
梁
走
柱
の
技
を
や
り
た
け
れ
ど

も
、
人
に
見
破
ら
れ
る
の
が
こ
わ
い
。

末
扮
す
る
弓
伯
長
は
武
芸
の
達
人
と
い
う
設
定
で
、
拳
法
、
刀
法
、
棍
法
を

披
露
し
、
丑
扮
す
る
烏
六
禿
は
滑
稽
担
当
の
役
柄
よ
ろ
し
く
、「
撮
弄
（
奇
術
）
」

で
煙
に
巻
く
。
即
ち
、
武
芸
と
軽
業
手
品
が
並
ぶ
。
い
か
に
も
前
出
の
『
元
史
』
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に
い
う
民
間
の
正
業
に
つ
か
ぬ
無
頼
の
体
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
作
品
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
ト
書
き
や
曲
辞
と
の
関
わ
り
か
ら
見

て
、
『
陶
庵
夢
憶
』
の
「
目
蓮
戲
」
の
よ
う
に
、
演
武
や
手
品
の
た
ぐ
い
が
劇

中
の
演
技
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
組
み
込
ん
で
上
演
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
た
、
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

明
代
伝
奇
に
も
英
雄
の
戦
記
も
の
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
明
の
熹
宗
も
岳

飛
も
の
の
よ
う
な
武
戯
を
好
ん
だ
と
い
う
。
戦
闘
の
場
面
で
は
そ
れ
な
り
に
殺

（
一
四
）

陣
が
披
露
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
歌
唱
を
重
視
し
た
伝
奇
の
場
合
、

曲
辞
で
十
分
に
戦
闘
の
有
様
が
表
現
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
劇
本
を
見
る
限
り
、

非
言
語
的
な
身
体
技
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
殺
陣
演
武
が
行
な
わ
れ
て

い
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
、
『
四
賢
記
』
の
場
合
は
、
具
体
的

な
動
作
が
曲
辞
と
合
体
し
て
お
り
、
民
間
の
雑
技
が
直
接
的
に
演
劇
に
吸
収
さ

れ
る
さ
ま
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

民
間
に
お
け
る
大
道
武
芸
は
、
雑
戯
の
一
種
と
し
て
軽
業
や
手
品
、
芝
居
に

混
じ
っ
て
、
節
日
や
廟
会
で
披
露
さ
れ
た
。
教
坊
の
百
戯
も
同
様
で
、
武
技
が

含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
演
武
場
で
披
露
さ
れ
る
演
武
は
多
分
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
様
相
が
あ
り
、
「
呑
刀
走
索
之
徒
」
す
な
わ
ち
大
道
芸
人
が
加
わ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
様
々
な
技
の
型
―
招
式
が
、
芸
能
と
武
術
の
間
で
共
有
さ
れ
つ

つ
、
武
術
の
体
系
化
と
共
に
多
様
化
し
、
格
闘
描
写
に
も
影
響
し
た
。
こ
の
よ

う
に
芸
能
と
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
見
世
物
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
武
芸
は
、
演

劇
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
吸
収
さ
れ
、
武
芸
の
た
し
な
み
の
あ
る
役
者
が
芝
居

の
中
で
そ
の
技
芸
を
披
露
し
た
。
大
量
の
才
子
佳
人
劇
が
創
作
さ
れ
た
明
清
の

演
劇
は
、
文
戯
の
脚
本
の
文
学
性
に
文
人
の
関
心
が
集
中
し
て
い
る
が
、
実
際

の
上
演
で
は
武
戯
へ
の
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
あ
り
、
そ
の
基
層
に
は
無
位
無
官
、

無
名
の
武
芸
者
、
芸
人
が
多
数
演
じ
手
と
し
て
、
創
り
手
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
武
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
は
、
現
代
の
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
シ
ー
ン
で
観
客
を
前
に
披
露
さ
れ
る
武
術
シ
ョ
ー
の
あ
り
方
と
も

無
縁
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
本
報
告
で
は
、
そ
う
し
た
概
要
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
た
め
、
身

体
技
か
ら
見
た
武
戯
形
成
の
よ
り
詳
細
な
実
態
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

《

注

》

（
一
）
「
二
月
八
日
為
桐
川
張
王
生
辰
、
霍
山
行
宫
朝
拜
、
極
盛
百
戲
競
集
：
如
緋
緑
社

雜
劇
、
齊
雲
社
蹴
毬
、
遏
雲
社
唱
賺
、
同
文
社
耍
詞
、
角
觝
社
相
撲
、
清
音
社
清

樂
錦
、
標
社
射
弩
、
錦
體
社
花
繡
、
英
畧
社
使
棒
、
雄
辯
社
小
説
、
翠
錦
社
行
院
、

繪
革
社
影
戲
、
浄
髮
社
梳
剃
、
律
華
社
吟
呌
、
雲
機
社
撮
弄
。
」

（
二
）「
清
明
從
冬
至
數
至
一
百
五
日
即
其
節
也
。
前
兩
日
謂
之
寒
食
、
人
家
挿
栁
滿
簷
、

青
蒨
可
愛
、
男
女
亦
咸
戴
之
。
諺
云
清
明
不
戴
栁
、
紅
顔
成
皓
首
。
是
日
傾
城
上

塚
南
北
兩
山
之
間
、
車
馬
闐
集
、
而
酒
尊
食
罍
、
山
家
村
店
、
享
餕
遨
遊
、
或
張

幕
藉
草
、
並
舫
隨
波
、
日
暮
忘
返
。
蘓
堤
一
帶
、
桃
栁
隂
濃
、
紅
翠
間
錯
、
走
索
、

驃
騎
、
飛
錢
、
抛
鈸
、
踢
木
、
撒
沙
、
吞
刀
、
吐
火
、
躍
圈
、
觔
斗
、
舞
盤
及
諸

色
禽
虫
之
戯
、
紛
然
叢
集
。
」

（
三
）
「
魯
智
深
只
道
賺
他
托
地
跳
退
數
步
、
把
禪
杖
收
住
、
定
睛
看
時
、
火
把
下
認
得

不
是
别
人
、
却
是
江
湖
上
使
鎗
棒
賣
藥
的
教
頭
打
虎
將
李
忠
。
」
（
明
容
與
堂
刻
本

『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』
卷
之
五
）

（
四
）「
只
是
沒
有
盤
纏
、
心
生
一
計
、
自
小
學
得
些
鎗
棒
拳
法
在
身
。
那
時
抓
縛
衣
袖
、



- 9 -

演じる武芸、物語る身体

做
箇
把
勢
模
樣
、
逢
着
馬
頭
聚
處
、
使
幾
路
空
拳
、
將
這
傘
權
為
鎗
棒
、
撇
箇
架

子
一
般
。
有
人
喝
采
賫
發
幾
文
錢
、
將
就
買
些
酒
飯
用
度
。
」（
明
天
許
齋
刻
本
『
古

今
小
説
』
卷
三
十
九
）

（
五
）
「
老
夫
婦
年
紀
將
六
十
、
只
有
一
個
女
兒
小
名
碧
蓮
、
年
方
一
十
六
歲
、
自
幼
從

師
讀
書
文
字
驚
人
。
又
從
父
母
舅
習
學
一
身
武
藝
、
槍
刀
劍
戟
無
所
不
通
。
老
夫

婦
愛
如
珍
寶
、
不
肯
輕
易
許
人
。
又
且
這
碧
蓮
立
志
不
嫁
庸
俗
、
必
要
個
英
雄
豪

傑
、
方
遂
其
願
所
以
。
今
日
這
老
夫
婦
同
著
巴
龍
、
巴
虎
、
巴
豹
、
巴
彪
兄
弟
四

人
、
帶
著
女
兒
、
以
把
戲
為
名
、
周
遊
各
府
州
縣
。
實
為
擇
婿
出
來
、
有
幾
年
的

光
景
、
並
無
一
個
中
女
兒
之
意
。
」
（
清
道
光
刊
本
『
緑
牡
丹
』
第
三
回
）

（
六
）
「
民
間
子
弟
不
務
生
業
、
輒
於
城
市
坊
鎭
演
唱
詞
話
、
教
習
雜
戲
、
聚
衆
淫
謔
、

並
禁
治
之
。
諸
弄
禽
蛇
、
傀
儡
、
藏
擫
、
撇
鈸
、
倒
花
錢
、
擊
魚
鼓
、
惑
人
集
衆
、

以
賣
僞
藥
者
、
禁
之
。
違
者
重
罪
之
。
諸
棄
本
逐
末
、
習
用
角
觝
之
戲
、
學
攻
刺

之
術
者
、
師
弟
子
並
杖
七
十
七
。
」

（
七
）
た
だ
し
、
本
文
の
主
旨
は
、
戦
争
に
お
い
て
は
一
人
一
殺
の
馬
術
や
弓
術
よ
り
、

兵
法
が
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
（
民
間
の
無
頼
の
）
輩
は
兵
法
を
全
く
知
ら

な
い
た
め
、
武
臣
の
子
弟
に
は
ま
ず
「
武
経
七
書
」
を
習
熟
さ
せ
、
武
芸
と
兵
法

の
両
方
を
試
験
し
て
登
用
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
八
）
「
今
敎
塲
之
選
練
、
演
成
局
套
、
如
某
某
者
、
始
以
吞
刀
走
索
之
徒
充
選
、
聞
有

榆
關
之
調
、
遂
挾
衆
囂
凌
、
甘
心
斥
逐
。
前
日
鬬
奇
弄
㨗
之
技
巧
安
在
也
。
」
（
明

・
沈
國
元
撰
『
兩
朝
從
信
録
』
卷
十
三
、
明
崇
禎
刻
本
）

（
九
）
太
宗
曰
：
「
朕
以
卿
未
建
奇
功
、
暫
留
皇
城
居
住
、
候
下
河
東
、
則
當
重
用
於
卿
。
」

贊
謝
恩
而
退
。
太
宗
宣
入
八
王
、
謂
之
曰
：
「
朕
以
贊
新
將
、
未
見
其
武
藝
、
今
欲

試
觀
之
、
汝
有
何
策
？
」
八
王
奏
曰
：
「
陛
下
欲
觀
贊
之
武
藝
、
此
事
極
易
、
當
效

先
朝
御
果
園
故
事
、
便
見
其
能
也
。
」
太
宗
曰
：
「
單
雄
信
之
士
、
軍
中
或
可
有
；

小
秦
王
之
類
、
難
為
其
人
也
。
」
八
王
曰
：
「
臣
願
裝
作
小
秦
玉
；
使
呼
延
贊
為
尉

遲
敬
德
；
惟
單
雄
信
、
陛
下
千
百
萬
軍
中
選
之
。
」
（
明
世
徳
堂
本
『
北
宋
志
傳
』

第
六
回
）

（
一
〇

）
「
三
月
三
日
俗
傳
爲
北
極
佑
聖
眞
君
生
辰
、
佑
聖
觀
中
修
崇
醮
事
。
士
女
拈
香
、

亦
有
就
家
啓
醮
、
酌
水
獻
花
者
。
是
日
觀
中
有
雀
竿
之
戲
。
其
法
樹
長
竿
于
庭
、

高
可
三
丈
、
一
人
攀
緑
而
上
、
舞
蹈
其
顚
、
盤
旋
上
下
。
有
鷂
子
翻
身
、
金
鷄
獨

立
、
鍾
馗
抹
額
、
玉
兎
搗
藥
之
類
、
變
態
多
方
。
觀
者
目
瞪
神
驚
、
汗
流
浹
背
。

而
爲
此
技
者
如
蝶
拍
鴉
翻
、
蘧
蘧
然
自
若
也
。
」

（
一
一

）
岡
﨑
由
美
「
唐
代
豪
侠
小
説
と
散
楽
百
戯
」
（
『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記

念
論
文
集
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）

（
一
二

）
「
京
師
及
邊
鎮
最
重
午
節
、
至
今
各
邊
、
是
日
俱
射
柳
較
勝
。
士
卒
命
中
者
、
將

帥
次
第
賞
齎
。
京
師
惟
天
壇
遊
人
最
勝
、
連
錢
障
泥
、
聯
鏢
飛
鞚
、
豪
門
大
估
之

外
、
則
中
官
輩
競
以
騎
射
為
娛
、
蓋
皆
賜
沐
請
假
而
出
者
。
內
廷
自
龍
舟
之
外
、

則
修
射
柳
故
事
、
其
名
曰
「
走
驃
騎
」
。
蓋
沿
金
元
之
俗
、
命
御
馬
監
勇
士
馳
馬
走

解
、
不
過
御
前
一
逞
迅
捷
而
已
。
惟
閣
部
大
老
、
及
經
筵
日
講
詞
臣
、
得
拜
川
扇

香
藥
諸
賜
、
視
他
令
節
獨
優
。
今
上
初
年
猶
然
、
自
內
操
事
興
、
至
甲
申
歲
之
午

日
、
預
選
少
年
強
壯
內
侍
三
千
名
、
俱
先
嫻
習
騎
射
、
至
期
彎
弧
騁
轡
、
云
錦
成

群
、
有
京
營
所
不
逮
者
。
上
大
悅
、
黨
賚
二
萬
餘
金
。
」
（
明
沈
徳
符
『
萬
暦
野
獲

編
』
巻
二
「
列
朝
二
端
陽
」
）

（
一
三

）
張
岱
『
琅
嬛
文
集
』
卷
四
「
家
傳
」
に
「
吾
仲
叔
葆
生
、
三
叔
爾
含
、
七
叔
爾

藴
也
」
と
あ
り
、
「
藴
叔
」
と
は
、
張
岱
の
七
叔
、
張
爾
藴
を
指
す
。

（
一
四

）「
先
帝
最
好
武
戲
、
于
懋
勤
殿
陞
座
、
多
點
岳
武
穆
戲
文
、
至
瘋
和
尚
罵
秦
檜
處
、

逆
賢
常
避
而
不
視
、
左
右
多
笑
之
。
」（
明
・
劉
若
愚
『
酌
中
志
』
卷
十
六
）


